
【武田　海　プロフィール】
1972 東京生まれ。様々な社会問題と作家個人の間に、素材を通しポエティックな接合
を見出し、彫刻、ドローイング、映像と表現の幅を広げてきた。東京芸術大学染織科
大学院修了後、バルセロナにて 8年間現代美術家として活動、帰国後は出身地の東京
を中心に活動する。近年は平面作品に重点を置いて「身」と社会の関わりをテーマに
制作、発表を続けている。
2000 年、マドリッド銀行主催 2000 年世代展　彫刻部門大賞受賞、2012 年第 15 回
岡本太郎賞　入選、アクリルガッシュビエンナーレ 2019　入選。
その他、ヨーロッパ各地の美術館でのグループ展参加多数、国内外で個展多数（会
場設置のポートフォリオに詳細あり）。


